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１
月
28
日
（
火
）・
29
日
（
水
）
の
２
日
間
、

秋
田
ア
ト
リ
オ
ン
に
お
い
て
「
令
和
元
年
度

森
林
・
林
業
技
術
交
流
発
表
会
」
を
開
催
し
、

延
べ
６
０
９
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
の
活
性
化
等
を
推
進
す
る
た
め
の
諸
課
題

に
対
す
る
様
々
な
取
組
に
つ
い
て
、
関
係
者

が
取
組
の
情
報
提
供
や
意
見
交
換
等
を
行

い
、
技
術
の
普
及
・
向
上
及
び
交
流
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。

〈
開
会
式
〉

　

開
会
に
当
た
っ
て
は
、
主
催
者
で
あ
る
東

北
森
林
管
理
局
の
小
島
局
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
を
代
表
し
て
、
（
一
社
）
日
本
森
林
技

術
協
会
福
田
理
事
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
宮
城
県
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
松
野

所
長
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

〈
発
表
会
〉

　

今
年
度
の
発
表
課
題
は
「
一
般
の
部
」
の

「
森
林
技
術
部
門
」
12
課
題
、
「
森
林
ふ
れ

あ
い
部
門
」
10
課
題
、
「
森
林
保
全
部
門
」

４
課
題
の
計
26
課
題
、
「
中
学
・
高
等
学
校

の
部
」
１
課
題
、
合
計
27
課
題
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
主
な
受
賞
課
題
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

◦
森
林
技
術
部
門
　
最
優
秀
賞

　
米
代
東
部
森
林
管
理
署
上
小
阿
仁
支
署

　
有
馬
さ
ん

「
治
山
事
業
に
お
け
る
流
木
災
害
対
策
の

計
画
及
び
実
行
に
か
か
る
検
討
」

　

流
木
災
害
防
止
緊
急
治
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
示
さ
れ
た
３
つ
の
緊
急
対
策
の
う
ち
、「
流

木
捕
捉
式
治
山
ダ
ム
の
設
置
」
と
「
流
木

化
す
る
可
能
性
の
高
い
流
路
部
の
立
木
の
伐

採
等
」
に
着
目
し
、
計
画
時
（
調
査
業
務
）

と
実
行
時
（
工
事
）
に
お
け
る
課
題
の
抽
出

及
び
対
応
策
の
検
討
と
下
流
域
の
民
有
林
や

保
全
対
象
で
あ
る
貯
水
ダ
ム
を
所
管
す
る
行

政
機
関
と
の
連
携
を
図
っ
た
と
こ
ろ
、
①
受

注
者
か
ら
の
提
案
が
増
加
し
、
多
角
的
な
検

討
を
実
施
で
き
た
。
②
治
山
施
設
の
位
置
や

構
造
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、「
新
設
あ
り
き
」

「
ス
リ
ッ
ト
ダ
ム
あ
り
き
」
と
せ
ず
、
現
地

に
お
け
る
流
木
災
害
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
位
置
・

構
造
・
維
持
管
理
方
法
等
を
検
討
・
実
行
す

る
こ
と
が
で
き
た
、
等
の
結
果
が
得
ら
れ
た

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◦
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門
　
最
優
秀
賞

　
宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所

　
栗
原
地
域
事
務
所
林
業
振
興
部

　
岩
渕
さ
ん
　
島
貫
さ
ん

「“
く
り
は
ら
の
「
苔
」
”

産
地
化
に
関
す
る
取
組
」

　

栗
駒
国
定
公
園
を
は
じ
め
、
豊
か
な
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
宮
城
県
栗
原
市
に
お
い

て
、
山
村
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
森

林
に
自
生
す
る
「
苔
」
に
着
目
し
、
地
域
と

連
携
し
た
試
験
栽
培
や
特
産
品
と
し
て
の
普

及
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
取
組
は

北
部
地
方
振
興
事
務
所
が
平
成
29
年
度
か
ら

主
導
し
、
こ
れ
ま
で
、
①
平
成
29
年
度
に
管

内
自
生
箇
所
及
び
栽
培
技
術
の
調
査
、
②
平

成
30
年
度
は
試
験
栽
培
の
開
始
・
先
進
事
例

調
査
、
③
令
和
元
年
度
に
は
栽
培
の
事
業
化
、

商
品
開
発
・
販
売
支
援
、
苔
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
し
た
こ
と
、
ま
た
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

森林技術部門　最優秀賞　有馬さん

森林ふれあい部門　最優秀賞　岩渕さん　島貫さん
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◦
森
林
保
全
部
門
　
最
優
秀
賞

　
岩
手
南
部
森
林
管
理
署
遠
野
支
署

　
服
部
さ
ん
　
大
和
田
さ
ん

「
早
池
峰
山
周
辺
地
域
に
お
け
る

二
ホ
ン
ジ
カ
対
策
」

　

早
池
峰
山
周
辺
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ

る
生
態
系
や
農
林
業
へ
の
被
害
防
止
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
遠
野
支
署
で
は
早
池
峰
山

周
辺
地
域
に
お
い
て
、
①
岩
手
県
及
び
三
陸

北
部
森
林
管
理
署
と
連
携
し
た
植
生
保
護
柵

の
設
置
、
②
国
有
林
野
事
業
で
の
捕
獲
、
ま

た
、
捕
獲
支
援
と
し
て
③
林
道
除
雪
及
び
④

協
定
に
基
づ
く
地
元
猟
友
会
等
へ
の
ワ
ナ
の

貸
与
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
を

検
証
し
た
結
果
、
①
新
規
・
延
長
設
置
に
つ

い
て
は
、
労
力
の
負
担
が
大
き
い
た
め
、
隣

実
習
林
を
踏
査
し
林
況
を
知
る
こ
と
は
、
時

間
と
労
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
②
ド
ロ
ー

ン
に
関
す
る
知
識
と
操
作
や
空
撮
技
術
を
習

得
し
た
こ
と
、
③
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
標
定
位
置
の
測

定
と
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
撮
デ
ー
タ
を
併
用

す
る
こ
と
で
誤
差
の
少
な
い
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
、
④
空
撮
デ
ー
タ
と
図
面

デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
面
積
や
リ

ア
ル
タ
イ
ム
な
高
木
層
の
林
況
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
、
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◦
日
本
森
林
技
術
協
会
理
事
長
賞

　
秋
田
樹
木
管
理
研
究
会

　
田
仲
さ
ん
　
菊
地
さ
ん
　
三
浦
さ
ん

「
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
基
本
と
し
た

特
殊
伐
採
に
つ
い
て
」

　

特
殊
伐
採
は
通
常
の
伐
木
よ
り
作
業
条
件

が
厳
し
く
高
所
で
の
作
業
も
あ
り
、
一
つ
間
違

え
ば
大
き
な
労
働
災
害
を
招
く
恐
れ
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
安
全
管
理
技
術
、
作
業
技
術
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
秋
田

県
内
の
樹
木
医
、
空
師
、
造
園
に
携
わ
る
有

志
が
今
年
度
、
秋
田
樹
木
管
理
研
究
会
を
立

ち
上
げ
、
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
基
本
と

し
た
特
殊
伐
採
や
樹
木
管
理
に
関
す
る
知
識

や
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◦
日
本
森
林
林
業
振
興
会
会
長
賞

　
青
森
県
中
南
地
域
県
民
局
地
域

　
農
林
水
産
部
林
業
振
興
課

　
三
上
さ
ん

「
県
産
材
の
玩
具
を
活
用
し
た
木
育
の
取
組
」

　

青
森
県
産
ス
ギ
等
で
木
製
玩
具
を
製
作
・

活
用
し
、
幼
稚
園
・
保
育
園
で
の
木
育
一
日

体
験
、
木
育
モ
デ
ル
園
で
「
木
製
玩
具
で
の

遊
び
～
植
物
観
察
～
木
の
も
の
づ
く
り
」
、

接
署
と
の
相
互
応
援
等
が
必
要
、
②
狩
猟
等

に
よ
る
捕
獲
に
比
べ
国
有
林
野
事
業
で
の
捕

獲
実
績
が
少
な
く
、
シ
カ
対
策
全
体
を
踏
ま

え
た
取
組
の
す
み
分
け
が
重
要
、
③
林
道
の

除
雪
支
援
は
実
施
効
果
が
高
い
、
④
ワ
ナ
の

貸
与
に
お
い
て
は
令
和
２
年
度
に
本
格
的
な

使
用
が
見
込
ま
れ
、
特
に
非
バ
ネ
式
く
く
り

ワ
ナ
の
運
用
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
く
、
等

の
実
績
や
課
題
が
得
ら
れ
た
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

◦
中
学
・
高
等
学
校
の
部
　
優
秀
賞

　
山
形
県
立
村
山
産
業
高
等
学
校

　

多
田
さ
ん
　
小
松
さ
ん

　

布
川
さ
ん
　
井
苅
さ
ん

「
林
業
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組

～
ド
ロ
ー
ン
は
林
業
の
救
世
主
!?
～
」

　

実
習
林
に
お
い
て
、
①
す
べ
て
の
林
況
把

握
が
困
難
な
こ
と
、
②
枯
損
木
の
発
見
と
対

応
が
早
期
に
行
え
な
い
こ
と
③
作
業
現
場
ま

で
の
移
動
が
困
難
な
こ
と
が
課
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
林
況
を
正
確
に
知
り
保
育
作
業
を

効
率
的
に
行
う
こ
と
を
考
え
、
①
現
有
す

る
森
林
簿
と
林
班
図
を
用
い
た
実
習
林
の
踏

査
、
②
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
林
況
を
知
る
方
法

の
検
証
、
③
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
及
び
空
撮
の

方
法
の
習
得
、
④
実
習
林
の
座
標
デ
ー
タ
を

世
界
測
地
系
座
標
に
変
換
し
地
籍
図
の
座
標

と
照
合
、
⑤
空
撮
時
の
目
印
と
な
る
標
定
の

設
置
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
標
定
位
置
の
測
位
、

⑥
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
撮
、
⑦
空
撮
画
像
の

解
析
、
⑧
図
面
と
オ
ル
ソ
デ
ー
タ
か
ら
面
積

の
算
出
、
こ
れ
ら
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
①

中学・高等学校の部　優秀賞　多田さん　布川さん

森林保全部門　　最優秀賞　服部さん　大和田さん

日本森林技術協会理事長賞　田仲さん　菊地さん
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指
導
者
向
け
の
研
修
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て

「
木
育
手
引
書
」
を
作
成
し
、
市
町
村
等
と

連
携
し
た
市
民
へ
の
普
及
啓
発
等
を
行
っ
た

結
果
、
木
材
・
県
産
材
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
で
き
、

木
製
玩
具
や
木
育
の
取
組
に
高
い
評
価
を
い

た
だ
い
た
こ
と
と
、
中
南
地
域
に
「
木
育
」

が
普
及
し
、
木
工
、
子
育
て
、
保
育
・
幼

児
教
育
関
係
者
な
ど
関
係
分
野
の
連
携
が
深

ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◦
東
北
森
林
管
理
局
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
賞

　
三
八
上
北
森
林
管
理
署

　
山
口
さ
ん

「
三
八
上
北
地
域
に
お
け
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
に
対
す
る
原
料
供
給
の
現
状
と
課
題
」

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
需
要
に
応
え
る
た
め
、

三
八
上
北
地
域
で
林
地
残
材
を
有
効
活
用
し

て
い
く
に
当
た
り
、
現
状
の
問
題
点
を
分
析

し
た
と
こ
ろ
、
林
地
残
材
収
集
に
お
い
て
一
番

の
課
題
は
集
材
（
全
木
集
材
の
実
施
）
や
搬

出
（
適
切
な
路
網
密
度
・
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

の
確
保
）
で
あ
り
、
解
決
に
当
た
っ
て
は
事

業
体
間
に
お
け
る
、
伐
採
現
場
や
収
集
方
法

の
情
報
共
有
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
等
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
日
本
の
林
業
成
長
産
業
化
に
は
、

技
術
開
発
と
並
行
し
て
、
川
上
～
川
下
を
含

め
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
連
携
が
必

要
で
あ
る
。
２
０
１
７
年
に
林
業
初
の
大
学

発
ベ
ン
チ
ャ
ー
精
密
林
業
計
測
株
式
会
社
を

設
立
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
ス
マ
ー

ト
精
密
林
業
を
実
践
し
て
い
る
。
こ
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
成
功
は
、
林
業
の
発
展
だ
け
で
な

く
政
府
が
進
め
る
地
域
創
生
の
一
つ
の
モ
デ
ル

で
、
地
方
に
あ
る
森
林
を
生
か
し
て
、
夢
の

あ
る
成
長
産
業
だ
と
示
せ
ば
若
者
も
集
ま
り

雇
用
が
生
ま
れ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋

が
る
よ
う
に
産
業
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て
い

る
。」
と
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
講
評
〉

　

審
査
委
員
長
の
山
形
大
学 

芦
谷
教
授
か

ら
、
発
表
会
全
体
及
び
森
林
技
術
部
門
に
つ

い
て
、
「
森
林
・
林
業
と
い
う
の
は
長
期
的

な
視
野
に
立
っ
て
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
の
発
表
で
も

長
期
の
観
察
や
デ
ー
タ
の
取
得
を
要
す
る
も

の
が
あ
り
、
ぜ
ひ
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。」
と
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
審
査
副
委
員
長
の
岩
手
大
学　

國

崎
准
教
授
は
、
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門
に
つ
い

て
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
多
様
で
素
晴
ら
し
い
取

組
を
、
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
で
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
整
備
、
仕
組
み
構
築
、
さ
ら
に
は
地
域

振
興
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
間
島

森
林
整
備
部
長
か
ら
は
森
林
保
全
部
門
と
中

学
・
高
等
学
校
の
部
に
つ
い
て
、
「
保
全
に
つ

い
て
は
、
周
囲
の
方
々
の
知
恵
、
マ
ン
パ
ワ
ー

も
借
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
、
高
等
学
校
は
林
業
の
ハ
ン
デ
と
ド
ロ
ー

ン
の
特
性
を
よ
く
捉
え
た
発
表
で
あ
っ
た
。」

と
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
交
流
発
表
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
発

表
要
旨
、
審
査
結
果
等
に
つ
い
て
は
、
東
北

森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

ア
ド
レ
ス

h
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本
郷
林
野
庁
長
官

が
２
月
７
日
、
秋
田

県
の
「
秋
田
林
業
大

学
校
」
の
特
別
公
開

講
座
で
「
こ
れ
か
ら

の
林
業
・
木
材
産
業

若
者
に
期
待
す
る
こ

と
」
と
題
し
て
県
庁
で
講
演
を
行
い
、そ
の
後
、

東
北
森
林
管
理
局
を
訪
れ
、当
局
の
職
員
に「
国

民
や
地
域
に
対
し
国
有
林
が
で
き
る
こ
と
を
常

に
考
え
な
が
ら
業
務
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。」

等
の
訓
辞
を
行
い
ま
し
た
。

〈
特
別
講
演
〉

　
信
州
大
学
農
学
部

　
加
藤
教
授

　

発
表
終
了
後
の
特
別
講
演
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
林
業
の
ス
マ
ー
ト
化
と
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
と
題
し
、
ス
マ
ー
ト
林
業
の
全
国

展
開
と
普
及
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
２
０
１
７
年
よ
り
、
産
学
官
連
携
の
も

と
、
川
上
で
の
最
先
端
の
各
種
レ
ー
ザ
計
測

に
よ
る
精
密
計
測
と
Ｉ
o
Ｔ
機
能
付
き
高
性

能
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ
る
収
穫
作
業
を
つ
な
ぐ

こ
と
で
、
世
界
レ
ベ
ル
で
の
ス
マ
ー
ト
精
密

林
業
シ
ス
テ
ム
『
長
野
モ
デ
ル
』
を
開
発
・

公
開
し
て
い
る
。

　

具
体
の
取
組
は
、
航
空
機
や
ド
ロ
ー
ン
か

ら
計
測
さ
れ
た
生
の
レ
ー
ザ
計
測
デ
ー
タ
に

樹
木
の
輪
郭
の
不
明
瞭
性
や
下
層
植
生
な
ど

の
ノ
イ
ズ
が
含
ま
れ
る
と
い
う
課
題
が
あ
っ

た
が
、
独
自
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
ノ
イ
ズ
を
除

去
し
、
単
木
ご
と
の
精
密
な
樹
冠
を
抽
出
す

る
技
術
開
発
に
成
功
し
た
。
計
算
式
か
ら
、

１
本
単
位
で
の
立
木
位
置
、
樹
高
、
胸
高
直

径
、
樹
種
、
材
積
を
高
精
度
に
把
握
が
で
き

林野庁長官が訓辞

東北森林管理局林政記者クラブ賞　山口さん

特別講演　加藤教授

日本森林林業振興会会長賞　三上さん

本郷長官
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当
署
管
内
は
、
宮
城
・
山
形
両
県

に
ま
た
が
る
蔵
王
国
定
公
園
や
様
々

な
保
護
林
等
の
貴
重
な
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
、
一
方
、
管
内
国
有
林
の
森

林
は
面
積
の
約
３
割
が
人
工
林
で
あ

り
、
50
年
生
を
中
心
に
主
伐
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
隣
接
す
る
石

巻
市
に
は
、
全
国
で
も
屈
指
の
合
板

工
場
を
抱
え
、
木
材
の
安
定
供
給
に

努
め
る
と
と
も
に
、
県
を
挙
げ
て
林

業
の
成
長
産
業
化
を
目
指
し
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
署
で
は
、
林
業
の
活
性
化
に
向

け
た
取
組
と
し
て
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
端
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
毎
年
、
宮
城
北
部
署
と
合
同
で
開

催
し
て
い
る
「
採
材
検
討
会
」
に
お

い
て
、
最
近
で
は
広
葉
樹
の
採
材
に

つ
い
て
も
有
利
販
売
に
繋
が
る
採
材

検
討
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
地
元
林
業
高
校
の
公
務
員
志
望

者
を
対
象
に
イ
ン
タ
ー
ン
研
修
を
受

け
入
れ
て
お
り
、
昨
年
は
国
有
林
に

お
け
る
現
場
で
の
業
務
を
実
感
し
て

も
ら
う
た
め
「
採
材
検
討
会
」
を
体

験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

加
し
ま
し
た
。
１
日
目
前
半
は
座
学

を
実
施
、
次
長
を
講
師
と
し
て
公
務

員
と
し
て
の
基
礎
を
、
後
半
は
海
岸

防
災
林
の
復
旧
状
況
を
見
学
、
引
き

続
き
現
場
で
の
基
礎
で
あ
る
コ
ン
パ

ス
測
量
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
研

修
に
は
、
経
験
の
浅
い
若
手
職
員
も

参
加
し
て
誤
差
を
競
う
競
技
会
形
式

で
実
施
、
測
量
部
に
所
属
し
て
い
る

高
校
生
の
精
度
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
２
日
目
に
は
、
近
隣
の
国
有
林
に

お
い
て
収
穫
調
査
方
法
や
午
後
か
ら

デ
ー
タ
入
力
な
ど
に
つ
い
て
、
担
当

者
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
３
日
目
に
は
、「
採
材
検
討
会
」に

も
参
加
、
午
後
か
ら
「
分
度
盤
」を

使
用
し
て
の
製
図
に
も
取
り
組
み
、

３
日
間
の
研
修
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
以
外
に
も
、
地
元
中
学
校
で

の
森
林
教
室
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
連
携
し
て
の
枝
打
ち
体
験
等
、

様
々
な
形
で
森
林
・
林
業
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
白
石
森
林
事

務
所
部
内
の
分
収
造
林
跡
地
に
、
コ

ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
二
百
本
、
ユ
リ
ノ
キ
四

百
本
、
シ
ラ
カ
ン
バ
千
本
を
植
栽
、

生
育
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
活
着
率
は
80
％
前
後
と
、

寒
冷
地
で
の
生
育
状
況
と
し
て
は
良

好
な
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
に
は
、
協
定
を
締
結
し
た
関

係
者
が
集
ま
り
、
早
生
樹
の
共
同
研

究
に
関
す
る
報
告
会
を
開
催
し
て
情

報
共
有
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
以
降
も
調
査
を
継
続
し
、

寒
冷
地
に
お
け
る
早
生
樹
の
可
能
性

に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
地
元
林
業
高
校
の
公
務
員
志
望
者

を
対
象
に
、
３
日
間
に
わ
た
り
国
有

林
に
お
け
る
現
場
で
の
業
務
を
中
心

に
イ
ン
タ
ー
ン
研
修
を
実
施
し
て
お

り
、
今
年
度
は
３
名
の
志
望
者
が
参

　
さ
ら
に
、
昨
年
８
月
、
七
ヶ
宿
森

林
事
務
所
部
内
に
我
が
署
で
２
個
所

目
と
な
る
森
林
整
備
推
進
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
第
１
回
目
の
運
営
会

議
で
は
関
係
者
が
集
ま
り
、
民
有
地

の
集
約
化
へ
の
取
組
状
況
や
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
平
成
30
年
３
月
に
、
地
元
企
業
と

分
収
造
林
契
約
を
締
結
、
宮
城
県
の

気
候
・
風
土
に
適
し
た
早
生
樹
の
導

入
に
向
け
て
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
「
早

生
樹
の
共
同
研
究
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
、
今
年
度
の
「
森
林
・
林

業
技
術
交
流
発
表
会
」
に
て
発
表
を

美しい森林づくり
民
国
連
携
に
よ
る
林
業
の
成
長
産
業
化
と

人
材
育
成
へ
の
取
組

仙
台
森
林
管
理
署

地
域
の
林
業
等
発
展
に

向
け
た
取
組

１

寒
冷
地
に
お
け
る

早
生
樹
導
入
の
取
組

２

将
来
の
林
業
を
担
う

人
材
の
育
成
へ
の
取
組

コンパスをのぞき込む研修生

旺盛な生長を見せるシラカンバ

運営会議の様子
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１ はじめに
　我が国の人工林は、半数以上が本格的な利用期に
達し、主伐後の再造林を確実に進める必要がありま
す。また、耕作放棄地は、過疎地域等の集落におけ
る重大問題であり、その解決策の一つとして森林へ
の転換が検討されています。一方、木質バイオマス
は、再生可能エネルギーとして注目され、間伐材・
林地残材等由来の木質バイオマスの利用量は増加し
ています。このような状況において、主伐後の再造
林と耕作放棄地の森林への転換に当たっては、多様
で健全な森林への誘導、木質バイオマス利用による
林業の成長産業化に向けて、これまでに用材生産を
主な目的として植栽されてきた針葉樹造林樹種だけ
ではなく、早く大きく成長する新たな早生樹への期
待があります。東北育種場では、林野庁の「平成
31年度エリートツリー等の原種増産技術の開発事
業（３）早生樹の増殖技術の高度化と実用化の開
発」の補助を受け、山形県森林研究研修センターと
共同で、寒冷な東北地域に適した早生樹の増殖と育
種への取組を開始しました。

２ オノエヤナギの増殖技術の高度化
　オノエヤナギは東北地域の山間部の休耕田などに
自生することがある東北地域の気候風土に適した早
生樹です。超短伐期栽培での木質バイオマスへの利
用が可能であり、キノコ栽培の菌床としての用途も
あります。伐採後には萌芽がよく発生し、さし木発
根性も高いことから省力的なクローン栽培に適して
いると考えられます。そこで、挿し穂とする萌芽枝
を効率的に発生させるための条件検索として、オノ
エヤナギの伐採時期、伐採高と萌芽枝の発生量やサ
イズとの関係を調査しました。その結果、８月に伐
採しても６月と比較して
同程度かそれ以上の萌芽
が発生することが解りま
したが、８月伐採では野
兎被害が多く見られまし
た。また、高い発根特性
を利用し、休耕田などに
直挿しして栽培すること
を想定し、直挿しに適し
た挿し穂の形状や直挿し
可能な時期の検討を行い

ました。その結果、短いさし穂は発根率や成長が悪
い場合があり、20cm程度の長さのさし穂が適する
ことが解りました（写真１）。

３ ユリノキ の優良個体選抜と増殖技術開発
　ユリノキはアメリカ東部原産であり、日本には明
治初期に導入され、北海道から九州まで主に公園や
街路樹に植栽されています。東北地方にも植栽事例
が多く見られ、岩手県滝沢市での試験造林では植栽
密度1,000本/haで樹齢28年時の平均樹高22m、
平均胸高直径26cmと報告されています（國崎他. 
2006）。このように東北地域においても良好な生育
を示すことから、用材生産やバイオマス利用を念頭
に新しい造林樹種として期待しています。そこで、
ユリノキの優良個体から種子生産を行うためのク
ローン採種園を作ることとし、東北地域から成長が
よく、通直性が高い優良個体をこれまでに15個体
を選抜しました。造林地でのユリノキは単幹で、下
枝が高くまで落枝するという用材生産に適した樹形
のため、地上から接ぎ木クローン苗作製用の枝の採
取が困難なので、ツリークライマーに依頼して枝を
採取しました（写真２）。ユリノキのクローン苗作
製にはつぎ木が利用可能であることがわかっていま
す。一方、さし木は若齢
木では発根率が高いが、
成木では発根が困難とさ
れています。このことを
確かめるためにさし木実
験を行ったところ２～３
年生程度の実生17個体で
は15個体が発根しました
が、成木では発根しませ
んでした。今後、さし木
条件を検索し、樹齢の影
響や個体間での違いを解
明します。

４ おわりに
　早生樹に関する取組は始まったばかりですが、進
捗状況と概要を紹介しました。今後も東北地域にお
ける新しい造林樹種としてオノエヤナギ、ユリノキ
を利用するための取組を進めていきます。

（写真1）直挿し約６週間後のオノエヤナギ

（写真２）ツリークライマーによる
ユリノキの枝の採取

東北地域における早生樹ヤナギと
ユリノキの増殖と育種の取組み

育種課長　谷口　亨
国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所林木育種センター東北育種場

森のおはなし
ー column ー
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　「
森
林
」「
自
然
」「
山
」「
野
生
動

物
」…

。

　
新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
目
が

釘
付
け
に
な
り
手
が
止
ま
っ
て
し
ま

う
文
字
達
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
募
集
を
知
り
、
い
て
も
た
っ
て

も
い
ら
れ
ず
即
座
に
応
募
い
た
し
ま

し
た
。

　
毎
月
送
付
さ
れ
る
情
報
誌
や
資
料

の
専
門
性
の
深
さ
に
驚
嘆
し
、
森
林

や
野
生
動
物
へ
の
興
味
の
み
で
応
募

し
た
自
ら
の
思
慮
の
浅
は
か
さ
を
恥

じ
つ
つ
も
初
心
者
な
り
の
役
割
が
あ

る
の
で
は
、
と
の
姿
勢
で
臨
む
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
初
回
の
現
地
見
学
会
は
山
形
県
大

井
沢
地
区
で
の
治
山
事
業
を
、
職
員

の
方
が
飛
ば
せ
て
下
さ
っ
た
ド
ロ
ー

ン
の
映
像
も
交
え
、
本
来
な
ら
ば
目

に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
上
流
部
ま

で
し
っ
か
り
と
見
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　
実
際
、
目
の
当
た
り
に
し
た
か
ら

こ
そ
、
近
年
多
発
し
て
い
る
集
中
豪

雨
等
に
取
り
組
む
特
定
流
域
総
合
治

山
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
に
期
待
を

込
め
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
生
産
事
業
見
学
と
し
て
地

元
森
林
組
合
の
ご
協
力
の
元
、
グ

ラ
ッ
プ
ル
作
業
な
ど
の
実
演
を
間
近

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
遠
野
支
署
で
は
、
遠
野
市
役
所
本
庁
舎
市
民
ホ
ー
ル
に
て
、
12
月
６
日

か
ら
15
日
ま
で
の
間
、「
遠
野
の
森
林
鉄
道
展
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
か
つ
て
遠
野
に
存
在
し
た
森
林
鉄
道
「
附
馬
牛
軌
道
」
は
、昭
和
４(

１

９
２
９)

年
に
当
時
の
附
馬
牛
村
大
出
か
ら
一
本
椈
国
有
林
の
間
に
敷
設

さ
れ
、
そ
の
後
の
延
伸
や
ア
イ
オ
ン
台
風
被
害
に
よ
る
路
線
の
一
部
廃
止

等
を
経
て
昭
和
35
年
頃
ま
で
運
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
展
示
で
は
、
米
軍
が
撮
影
し
た
空
中
写
真
か
ら
判
読
し
復
元
し
た
路
線

図
や
運
行
中
の
列
車
を
記
録
し
た
写
真
、
現
在
の
軌
道
敷
跡
の
写
真
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
開
催
期
間
を
通
じ
て
市
内
外
か
ら
４
０
０
人
を
超
え
る
方
が
来
場
さ

れ
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
高
齢
者

の
方
は
若
い
頃
に
実
際
に
乗
車
し
た
り
、
森
林
鉄
道
を
見
た
こ
と
が
あ
る

た
め
、
過
去
の
記
憶
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
て
懐
か
し
い
と
大
変
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
月
に
は
遠
野
市
附
馬
牛
町
の
新
年
会
に
お
い
て
、
支
署
長
が

講
師
を
務
め
て
遠
野
の
森
林
鉄
道
に
つ
い
て
の
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
展
示
や
学
習
会
を
通
じ
て
、
遠
野
の
森
林
鉄
道
に
関
す
る

資
料
や
遺
物
、「
子
ど
も
の
頃
に
森
林
鉄
道
に
乗
せ
ら
れ
て
嫁
入
り
す
る

花
嫁
さ
ん
を
見
た
こ
と
が
あ
る
」
な
ど
の
証
言
が
遠
野
支
署
に
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
新
発
見
の
資
料
や
証
言
も
取
り
入
れ
て
、
３
月
に
は
遠
野
文
化

友
の
会
の
学
習
会
で
も
遠
野
の
森
林
鉄
道
に
関
す
る
報
告
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
遠
野
支
署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
近
日
中
に
公
開
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
御
期
待
下
さ
い
。

　
第
二
回
盛
岡
森
林
管
理
署
管
内
に

て
シ
カ
被
害
対
策
箇
所
の
見
学
で

は
、
防
護
柵
の
ほ
か
個
体
群
管
理
、

テ
ー
プ
や
枝
条
巻
き
付
け
な
ど
専
門

家
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
有

効
な
手
段
を
試
行
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
対
策
の
更
な
る
充
実
を
図
ら
れ
る

皆
さ
ま
の
苦
悩
を
慮
り
な
が
ら
知
恵

を
集
め
創
意
工
夫
す
る
発
想
が
欠
か

せ
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
次
に
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
見
学
で
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
伐
採
で
は
技
術
革
新

の
粋
を
尽
く
し
た
高
性
能
林
業
機
械
の

働
き
ぶ
り
に
息
を
飲
み
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
え
付
け
は
コ
ツ

を
掴
む
の
が
難
儀
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、実
際
バ
ズ
ー
カ
の
重
さ
を
感
じ
、

土
場
の
硬
さ
を
実
感
で
き
る
貴
重
な

時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
見
学
会
の
度
に
感
じ
る
の
は
、
職

員
の
皆
さ
ま
の
微
に
入
り
細
に
入
る

丁
寧
な
対
応
ぶ
り
の
数
々
で
す
。

　
新
幹
線
出
口
で
の
出
迎
え
に
始
ま

り
、興
味
を
引
く
工
夫
溢
れ
る
資
料
、

現
地
で
は
靴
の
履
き
替
え
に
ま
で
至

る
細
や
か
さ
。

　
特
に
私
は
新
幹
線
の
切
符
の
取
り

方
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
お
気
づ
か

い
、
ま
た
些
細
な
質
問
へ
も
快
く
応

じ
て
い
た
だ
き
感
謝
の
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　
と
、
同
時
に
山
深
い
静
寂
の
森
の

奥
や
急
峻
な
山
道
で
高
性
能
林
業
機

械
を
屈
指
し
た
作
業
シ
ス
テ
ム
や
、

野
生
動
物
の
動
向
を
映
し
出
す
セ
ン

サ
ー
カ
メ
ラ
な
ど
最
新
鋭
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
が
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
何
と
も
不
思
議
な
驚
き
に
胸
が

躍
る
思
い
で
す
。

　
人
手
不
足
解
消
か
ら
林
業
機
械
の

性
能
が
高
ま
っ
た
利
点
は
大
き
く
、

今
後
も
ま
す
ま
す
技
術
の
向
上
が
図

ら
れ
る
だ
ろ
う
と
確
信
す
る
な
か
、

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
山
歩
き
等
で
出
会
う
シ
ニ
ア
の

方
々
の
見
識
の
深
さ
に
は
感
銘
を
受

け
る
と
同
時
に
活
か
せ
る
場
面
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
常
々
考
え
て
お
り
ま

し
た
。

　
シ
ニ
ア
層
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の

共
生
で
森
林
事
業
の
新
た
な
多
様
性

と
融
和
が
、
林
業
へ
の
よ
り
一
層
の

理
解
が
根
付
く
契
機
と
な
る
に
違
い

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
現
状
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

N

P
O
、
地
域
と
の
繋
が
り
は
あ
り

ま
す
が
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
能

動
的
な
取
り
組
み
が
、
シ
ニ
ア
層
の

活
躍
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
熟
成

へ
と
可
能
性
が
広
が
る
よ
う
期
待
を

込
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

遠
野
の
森
林
鉄
道
に
関
す
る
情
報
発
信

岩
手
南
部
森
林
管
理
署
遠
野
支
署

運行中の森林鉄道 ( 昭和 31 年 6 月 25 日） 
「群峯」（全林野遠野分会 .1993）より

森
林
ビ
ギ
ナ
ー
の
私
が

モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
伝
え
た
い
こ
と

国有林モニターからの便り

宮
城
県
仙
台
市

　原
崎

　里
絵
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そ
ん
な
南
昌
山
の
麓
で
県
が
設
置
す
る「
い

わ
て
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
」
は
林
業
事
業
体
の

経
営
の
中
核
と
な
り
得
る
技
術
者
を
養
成
し

て
い
ま
す
。
当
署
で
も
同
ア
カ
デ
ミ
ー
の
要

請
に
よ
り
、
研
修
生
へ
事
業
フ
ィ
ー
ル
ド
を

活
用
し
た
獣
害
対
策
の
講
義
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
や
市
町
村
を
集
め
た
現
地
視

察
や
高
校
生
へ
の
説
明
会
な
ど
獣
害
対
策
へ

の
理
解
を
よ
り
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
多
く

の
場
面
で
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し
て
い
ま

す
。

　
事
務
所
管
内
の
虫
壁
国
有
林
は
、
苗
木
に

対
す
る
食
害
が
ひ
ど
く
、
設
置
し
た
セ
ン

サ
ー
カ
メ
ラ
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
多
く
写
り
対

策
が
必
要
で
し
た
。
そ
こ
で
、
現
在
は
箇
所

ご
と
に
斜
め
張
り
ネ
ッ
ト
柵
・
金
網
柵
・

P
E
ネ
ッ
ト
柵
の
３
種
類
の
防
鹿
柵
を
設
置

　
私
の
勤
務
す
る
紫
波
森
林
事
務
所
は
、
岩

手
県
中
部
に
位
置
し
、
主
に
紫
波
町
と
矢
巾

町
の
国
有
林
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
紫
波
町

に
は
果
樹
園
が
多
く
特
に
ブ
ド
ウ
栽
培
が
盛

ん
で
、
最
近
で
は
美
味
し
い
ワ
イ
ン
も
多
数

醸
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
争
い
の
終

結
を
記
念
し
て
堰
堤
に
ツ
ツ
ジ
で
「
平
安
山

王
海
２
０
０
１
」
と
文
字
が
か
か
れ
た
珍
し

い
山
王
海
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。
矢
巾
町
に
は

宮
沢
賢
治
も
登
っ
た
南
昌
山
が
あ
り
、「
頂
上

が
曇
れ
ば
雨
が
降
る
」
と
い
う
言
い
伝
え
の

あ
る
山
で
す
。
南
昌
山
は
付
近
の
赤
林
山
・

毒
ヶ
森
・
東
根
山
と
合
わ
せ
て
登
山
コ
ー
ス

が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
山
開
き
の
際
に
は
私

も
含
め
多
く
の
登
山
客
が
訪
れ
ま
す
。
南
昌

山
頂
上
で
の
景
色
を
堪
能
し
た
後
、
マ
タ
ギ

が
猟
の
安
全
祈
願
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
幣
掛

け
の
滝
の
清
涼
な
空
気
を
感
じ
、
矢
巾
温
泉

で
登
山
の
疲
れ
を
と
る
、
晴
れ
た
休
日
に
は

程
よ
い
癒
し
と
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
で

す
。

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
比
較
対
照
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
講
義
で
は
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
に
写
っ
た

写
真
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
頭
骨
を
使
っ
て
生
態

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
実
際
に
現

地
で
食
害
箇
所
を
見
て
、
そ
の
被
害
の
深
刻

さ
と
対
策
の
必
要

性
を
肌
で
感
じ
て

も
ら
い
ま
す
。
そ

の
後
、
獣
害
対
策

と
し
て
設
置
し
た

３
種
類
の
防
鹿
柵

の
素
材
の
違
い
に

よ
る
材
料
費
・
人

工
数
・
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
頻
度
等
、そ

れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な

ど
、
防
鹿
柵
の
有

用
性
に
触
れ
て
も

ら
い
ま
す
。

　
岩
手
県
の
南
部
や
宮
城
県
付
近
の
海
岸
沿

い
で
は
多
く
み
ら
れ
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
も
、
紫

波
管
内
で
は
ま
だ
少
な
く
、
現
地
視
察
に
来

た
ほ
と
ん
ど
の
人
が
動
物
園
や
観
光
地
で
見

た
シ
カ
の
印
象
が
強
く
、
山
で
の
被
害
や
そ

の
生
態
に
つ
い
て
よ
く
知
り
ま
せ
ん
。
国
有

林
を
活
用
し
た
研
修
や
講
義
を
通
じ
て
、
今

後
の
獣
害
対
策
に
少
し
で
も
役
に
た
て
ば
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

獣害対策を通じた地域交流
盛岡森林管理署　紫波森林事務所　森林官　梶本　愛

幣掛けの滝

獣害対策の講義（いわて林業アカデミー）

自動撮影されたニホンジカ

SHINRIN
KYOKU

2020
TOHOKU

森林官からの手紙
mini
column

　日本に生息する猛禽類は、多くの種が中～小型
の哺乳類や鳥類、両性・爬虫類等を食べる“肉派”
ですが、今回ご紹介するミサゴはもっぱら“魚派”
の変わり種です。上空から水中の魚を探す（水を
探る子→みさご）ため、河川や湖沼、海辺でよく
目にします。カラスより一回り大きく、トビより
も翼が細長くてスマートな猛禽類が水辺で飛翔
していたら、ほぼ間違いなくミサゴでしょう①。
　私がよく野鳥の撮影に訪れていた津軽地方の
とある湖は、泳いでいるコイが橋の上から目視で
きるほど遠浅で②、ミサゴにとっては絶好の餌場
でした。湖面の上空を飛翔しながら魚影を見つけ
ると、器用に細かく羽ばたきホバリングしてター
ゲットの魚に狙いを定めます③。そして爪を立て
て一気に急降下し④、魚体を鷲づかみにします。
ミサゴの英名はOSPREYですが、アメリカの垂
直離着陸機『オスプレイ』はミサゴのこの動きか
らつけられた愛称です。登山好きなら高機能な
バックパックメーカーを連想するでしょうが、創

設者がミサゴの雄姿に魅了されてブランド名と
ロゴマークに採用したのだとか。
　ミサゴが獲った魚を落ち着いて食べる場所ま
で運ぶ間、空気抵抗を減らすために必ず魚の頭を
前に保持して飛ぶ姿はちょっとユーモラス⑤。逆
向きに運ぶ姿を私は見たことがありません。それ
にしても、ついさっきまで水中を泳いでいた魚に
とっては、一瞬で突然「空飛んでるよ、俺！」と
いう訳のわからないパニック状態でしょう。その
後まもなくミサゴの餌食になり、時にはカモメ達
に横取りされ⑥、生命の輪が繋がっていく･･･自
然界は無常です。
　ミサゴが大きな水柱を上げてダイブし、コイや
ボラ等の大物をつかんで飛び立つ姿は圧巻です。
留鳥のミサゴは一年中観察できますが、3月の水
辺のバードウォッチングは北帰行前のカモ類や
ハクチョウ類等も見られるのでお勧めです。春山
シーズンが始まる前に、確実に識別できる猛禽類
を1種増やしてみてはいかがでしょうか？

②上空から丸見えのコイ①カラスに追われるミサゴ ③ホバリングして狙いを定める

④爪を立てて急降下 ⑤コイの頭を前にして運ぶ ⑥横取りしようとするユリカモメ

̶ ミサゴ ̶
肉より魚派の猛禽類

藤里森林生態系保全センター　専門官　有本　実
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そ
ん
な
南
昌
山
の
麓
で
県
が
設
置
す
る「
い

わ
て
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
」
は
林
業
事
業
体
の

経
営
の
中
核
と
な
り
得
る
技
術
者
を
養
成
し

て
い
ま
す
。
当
署
で
も
同
ア
カ
デ
ミ
ー
の
要

請
に
よ
り
、
研
修
生
へ
事
業
フ
ィ
ー
ル
ド
を

活
用
し
た
獣
害
対
策
の
講
義
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
や
市
町
村
を
集
め
た
現
地
視

察
や
高
校
生
へ
の
説
明
会
な
ど
獣
害
対
策
へ

の
理
解
を
よ
り
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
多
く

の
場
面
で
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し
て
い
ま

す
。

　
事
務
所
管
内
の
虫
壁
国
有
林
は
、
苗
木
に

対
す
る
食
害
が
ひ
ど
く
、
設
置
し
た
セ
ン

サ
ー
カ
メ
ラ
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
多
く
写
り
対

策
が
必
要
で
し
た
。
そ
こ
で
、
現
在
は
箇
所

ご
と
に
斜
め
張
り
ネ
ッ
ト
柵
・
金
網
柵
・

P
E
ネ
ッ
ト
柵
の
３
種
類
の
防
鹿
柵
を
設
置

　
私
の
勤
務
す
る
紫
波
森
林
事
務
所
は
、
岩

手
県
中
部
に
位
置
し
、
主
に
紫
波
町
と
矢
巾

町
の
国
有
林
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
紫
波
町

に
は
果
樹
園
が
多
く
特
に
ブ
ド
ウ
栽
培
が
盛

ん
で
、
最
近
で
は
美
味
し
い
ワ
イ
ン
も
多
数

醸
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
争
い
の
終

結
を
記
念
し
て
堰
堤
に
ツ
ツ
ジ
で
「
平
安
山

王
海
２
０
０
１
」
と
文
字
が
か
か
れ
た
珍
し

い
山
王
海
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。
矢
巾
町
に
は

宮
沢
賢
治
も
登
っ
た
南
昌
山
が
あ
り
、「
頂
上

が
曇
れ
ば
雨
が
降
る
」
と
い
う
言
い
伝
え
の

あ
る
山
で
す
。
南
昌
山
は
付
近
の
赤
林
山
・

毒
ヶ
森
・
東
根
山
と
合
わ
せ
て
登
山
コ
ー
ス

が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
山
開
き
の
際
に
は
私

も
含
め
多
く
の
登
山
客
が
訪
れ
ま
す
。
南
昌

山
頂
上
で
の
景
色
を
堪
能
し
た
後
、
マ
タ
ギ

が
猟
の
安
全
祈
願
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
幣
掛

け
の
滝
の
清
涼
な
空
気
を
感
じ
、
矢
巾
温
泉

で
登
山
の
疲
れ
を
と
る
、
晴
れ
た
休
日
に
は

程
よ
い
癒
し
と
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
で

す
。

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
比
較
対
照
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
講
義
で
は
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
に
写
っ
た

写
真
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
頭
骨
を
使
っ
て
生
態

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
実
際
に
現

地
で
食
害
箇
所
を
見
て
、
そ
の
被
害
の
深
刻

さ
と
対
策
の
必
要

性
を
肌
で
感
じ
て

も
ら
い
ま
す
。
そ

の
後
、
獣
害
対
策

と
し
て
設
置
し
た

３
種
類
の
防
鹿
柵

の
素
材
の
違
い
に

よ
る
材
料
費
・
人

工
数
・
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
頻
度
等
、そ

れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な

ど
、
防
鹿
柵
の
有

用
性
に
触
れ
て
も

ら
い
ま
す
。

　
岩
手
県
の
南
部
や
宮
城
県
付
近
の
海
岸
沿

い
で
は
多
く
み
ら
れ
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
も
、
紫

波
管
内
で
は
ま
だ
少
な
く
、
現
地
視
察
に
来

た
ほ
と
ん
ど
の
人
が
動
物
園
や
観
光
地
で
見

た
シ
カ
の
印
象
が
強
く
、
山
で
の
被
害
や
そ

の
生
態
に
つ
い
て
よ
く
知
り
ま
せ
ん
。
国
有

林
を
活
用
し
た
研
修
や
講
義
を
通
じ
て
、
今

後
の
獣
害
対
策
に
少
し
で
も
役
に
た
て
ば
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

獣害対策を通じた地域交流
盛岡森林管理署　紫波森林事務所　森林官　梶本　愛

幣掛けの滝

獣害対策の講義（いわて林業アカデミー）

自動撮影されたニホンジカ

SHINRIN
KYOKU

2020
TOHOKU

森林官からの手紙
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恐山総門と山門

宇曾利山湖畔から見た外輪山

森林生態系保護地域内の森林（ヒバやブナの混交林）

the Noted Place of My Jurisdiction

我
が
署
の
名
所

青
森
県
む
つ
市
田
名
部

　下
北
森
林
管
理
署

恐
山
山
地
森
林
生
態
系
保
護
地
域（
大
尽
山
・
釜
臥
山
）

　
日
本
三
大
霊
場
の
一
つ
で
あ
る
恐
山
の
周
辺
は
、

ヒ
バ
と
ブ
ナ
で
構
成
さ
れ
た
原
生
的
な
天
然
林
に

覆
わ
れ
て
お
り
、
宇
曾
利
山
湖
を
取
り
囲
む
外
輪

山
の
一
帯
５
，５
３
８
ha
を
「
恐
山
山
地
森
林
生
態

系
保
護
地
域
」
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
ヒ
バ
の
優

占
が
著
し
い
森
林
や
ヒ
バ
と
ブ
ナ
の
混
交
す
る
森

林
が
発
達
す
る
と
と
も
に
、
標
高
が
高
く
な
る
に

つ
れ
て
ブ
ナ
の
純
林
に
移
行
す
る
林
相
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
原
生
的
な
天
然
林
を
保
存
し
、
自

然
環
境
の
維
持
や
動
植
物
の
保
護
、
多
様
な
遺
伝

資
源
の
保
全
等
を
目
的
に
、
原
則
と
し
て
人
手
を

加
え
ず
に
自
然
の
推
移
に
委
ね
る
保
存
地
区
と
、

木
材
生
産
目
的
の
森
林
施
業
は
行
わ
な
い
保
全
利

用
地
区
と
に
区
分
し
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
恐
山
は
平
成
28
年
９
月
に
認
定
さ
れ
た
下
北
ジ

オ
パ
ー
ク
を
代
表
す
る
ジ
オ
サ
イ
ト
で
あ
り
、
７

月
の
大
祭
や
10
月
の
秋
詣
り
に
イ
タ
コ
の
口
寄
せ

が
行
わ
れ
る
霊
場
恐
山
に
は
多
く
の
参
拝
客
が
訪

れ
ま
す
。ま
た
、
登
山
家
の
岩
崎
元
郎
氏
が
中
高
年

の
方
が
登
り
易
い
山
と
い
う
視
点
を
加
味
し
選
定

し
た
「
新
日
本
百
名
山
」
に
選
ば
れ
た
、
き
れ
い

な
円
錐
形
の
大
尽
山
（
お
お
つ
く
し
や
ま
・
標
高

８
２
８
ｍ
）
や
、下
北
半
島
の
最
高
峰
で
展
望
台
か

ら
の
む
つ
市
街
地
等
の
眺
望
が
素
晴
ら
し
く
、
ア

ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の
夜
景
で
有
名
な
釜
臥
山
（
か
ま
ふ

せ
や
ま
・
標
高
８
７
８
ｍ
）
な
ど
、
下
北
地
域
最

大
の
観
光
地
と
し
て
、
全
国
か
ら
大
勢
の
方
が
来

て
観
光
や
登
山
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
宇
曾
利
山
湖
畔
を
通
る
東
北
自
然
歩
道
は
自
然

探
勝
や
野
生
動
物
の
観
察
に
適
し
て
お
り
、
新
緑

や
秋
の
紅
葉
等
の
ヒ
バ
や
ブ
ナ
の
混
交
林
を
見
な

が
ら
、散
策
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
い

林野庁 東北森林管理局 下北森林管理署
〒０３５-００４１　青森県むつ市金曲１-４-６
TEL ０１７５-２２-１１３１　FAX ０１７５-２２-１１３４

◎交通アクセス
（恐山）
JR下北駅より県道4号線を恐山方面に車で約30分
（約15km）。

（大尽山）
恐山手前にある無料駐車場（森林生態系保護地域
の看板あり）より宇曾利山湖畔の東北自然歩道、
林道、登山道を進む。往復約15km、約６時間。

（釜臥山）
県道4号線を恐山方面に行き途中左折し約10分で
展望台に。展望台より遊歩道を約400m、約10分
で頂上へ。
釜臥山スキー場駐車場より登るコースもあり。往
復約５km、約４時間。


